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相模原市議会議員選挙南区選挙区の当選の効力に関する異議の申出の決定について 

 

 

平成２７年４月１２日執行の相模原市議会議員選挙南区選挙区の当選の効力について、  

同選挙の候補者大槻和弘から同年４月２７日に異議の申出があり、５月２４日、市選挙管理

委員会はこの申出を「認容」し、最下位当選人小林丈人の当選を無効とし、次点者大槻和弘

を当選人とする決定を行いました。 

 

１ 選挙の状況 

（１）定数１８人、候補者２９人 

（２）異議の申出関係候補者の得票数 

・小林丈人 ３，３０４票（最下位当選） 

・大槻和弘 ３，３０３．３３９票（次点で落選） 

 

２ 決定に至る経緯等 

（１）平成２７年４月１２日 同選挙の執行 

（２）平成２７年４月２７日 異議の申出 

（３）平成２７年５月２４日 市選挙管理委員会の決定(認容) 

（４）平成２７年５月２５日 異議申出人への決定書の交付及び決定の要旨の告示 

 

３ 本件に関する審理 

市選挙管理委員会は、本件の審理にあたり、平成２７年５月２０日、南区選挙管理委員

会から全投票の提出を求め、一部の投票の開披再点検を行ないました。 

また、市選挙管理委員会は本件の審理にあたり、南区選挙管理委員会から関係資料の   

提出を求めて聞き取り及び書面による調査を実施するとともに、開票事務に従事した職員

からも開票事務の状況を確認しました。 

 

４ 決定の理由 

（１）按分票１２票に、異議申出の理由が示す大槻和弘の有効票が同姓候補者の大槻研と   

按分された事実はありませんでした。 

（２）無効票の票束の中に、次点候補者の有効票と判定できる投票が１票存在した（別紙   

「無効票から有効票に異動すべき投票」参照）ことから、大槻和弘の按分の基礎となる

得票数に１票加え、按分票数を再計算したところ、３，３０４．３４０票となり、小林

丈人の得票数を０．３４０票上回りました。 

（３）本件異議の申出に影響のあるものではありませんでしたが、無効票数のうち、白紙    

投票のみは選挙録記載より８票多いことが確認され、投票総数を１０２，２９８票から

１０２，３０６票に改めました。 
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５ 決定後の手続き 

（１）決定に不服のある者は、本日から２１日以内に、文書で神奈川県選挙管理委員会に    

審査を申し立てることができます（公職選挙法第２０６条第２項）。 

（２）審査申立期限までに神奈川県選挙管理委員会に審査の申し立てがされない場合は、   

市選挙管理委員会の決定が確定します。 

 

６ 今後の対応 

開披再点検で明らかになった①市選挙管理委員会と南区選挙管理委員会で効力判定が 

異なる結果となったこと、②白紙投票数が選挙録より８票多かったこと、③持ち帰り票数

がマイナス６票となることについては、引き続き市選挙管理委員会において原因の調査と

対策の検討を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

相模原市選挙管理委員会事務局 
直通電話 ０４２－７６９－８２９０ 
対応責任者氏名 井上、安西 
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１ 無効票から有効票に異動すべき投票について 

開披再点検の結果、無効票から有効票に異動する投票は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 開披再点検の結果について 

（１）平成２７年５月２０日に実施した投票の開披再点検の結果、異動すべき投票を加えた

按分後の得票数に次のとおり変動があります。 

候補者の氏名 
区選挙会の 

 判 断（Ａ） 
市委員会の 

 判 断（Ｂ） 
増 減 

（Ｂ）－（Ａ） 

小林丈人 
（最下位当選者）

３，３０４．０００ ３，３０４．０００ ０

大槻和弘（次点）

（按分対象者） 
（按分後）３，３０３．３３９

（按分前）３，２９６．０００

（按分後）３，３０４．３４０ 

（按分前）３，２９７．０００ 

（按分後）１．００１

（按分前）１．０００

大槻研 
（按分対象者） 

（按分後）２，０９７．６６０

（按分前）２，０９３．０００

（按分後）２，０９７．６５９ 

（按分前）２，０９３．０００ 

（按分後）△０．００１

（按分前）０．０００

○按分票の計算方法 

按分票数×（按分する候補者の得票数÷按分する候補者全員の得票数の合計） 

∴大槻和弘候補の場合 12 票×（3,297 票÷（3,297 票＋2,093 票））＝7.340 票 

よって、大槻和弘の投票数は、3,297 票＋7.340 票＝3,304.340 票となる。 

（参考）大槻和弘候補計算基礎票…3,297 票、大槻研候補計算基礎票…2,093 票 
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３ 開票結果の内訳について 

白票８票が区選挙会の判断より多かったことから、開票結果の内訳は次のとおりです。 

内   訳 
区選挙会の 
判断（Ａ） 

市委員会の 
判断（Ｂ） 

票 差 
（Ｂ）－（Ａ） 

ア 得票総数 99,810.997 99,811.997 1.000

イ 按分の際切り捨てた票数 0.003 0.003 0.000

ウ いずれにも属しない票数 0 0 0.000

エ 有効投票数（ア＋イ＋ウ） 99,811.000 99,812.000 1.000

オ 無効投票数 2,487.000 2,494.000 7.000

カ 投票総数（エ＋オ） 102,298.000 102,306.000 8.000

キ 持ち帰りと思われる票 2.000 △6.000 △8.000

ク 不受理と決定した票 0 0 0.000

ケ 投票者総数（カ＋キ＋ク） 102,300.000 102,300.000 0.000

開票率 100％ 100％ ― 

 

 

４ 無効投票の内訳について 

無効投票の内訳は、次のとおり変更となります。 

無効投票の内訳 
区選挙会 
の判断（Ａ）

市委員会 
の判断（Ｂ） 

票 差 
（Ｂ）－（Ａ）

所定の用紙を用いないもの ０ ０ ０

候補者でない者又は候補者となることができ

ない者の氏名を記載したもの 
１８３ １８３ ０

２人以上の候補者の氏名を記載したもの １ １ ０

被選挙権のない候補者の氏名を記載したもの ０ ０ ０

候補者の氏名のほか、他事を記載したもの １３ １３ ０

候補者の氏名を自書しないもの ０ ０ ０

候補者の何人を記載したかを確認し難いもの ５８ ５７ △１

白紙投票 １，６８３ １，６９１ ８

単に雑事を記載したもの ３０６ ３０６ ０

単に記号、符号を記載したもの ２４３ ２４３ ０

合   計 ２，４８７ ２，４９４ ７

 


